
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和 5年度分） 

 

施設名 那珂久慈流域下水道施設 

施設所管課 下水道課 

指定管理者 ＷＡ・ＫＫE・ＢＩＯＳグループ 

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日（５年間） 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 ひたちなか市長砂 163-8 

施設の概要 処理場（那珂久慈浄化センター）１箇所、 

中継ポンプ場 12 箇所、幹線流量計等の設備、全てのマンホール蓋及び 

焼却施設（那珂久慈ブロック広域汚泥処理施設）１箇所 

業務内容 (1)運営管理に関する業務 

(2)運転操作・監視・保守点検に関する業務 

(3)定期点検に関する業務 

(4)庁舎清掃、場内植栽管理に関する業務 

(5)周辺環境調査に関する業務 

(6)水質分析に関する業務 

(7)廃液等の処理に関する業務 

(8)ユーティリティ調達に関する業務 

(9)物品等の管理及び修繕に関する業務 

(10)前各号に掲げる業務のほか、甲又は乙が管理上必要と認め、甲乙協議により定め

る業務 

 

 

２ 職員の状況 

常勤職員：  60 人    非常勤職員：  0 人     合計：  60 人 

 

３ 収支状況 

令和５年度                                  （単位：円） 

収   入           支   出 

指定管理料 1,495,450,966 人件費（給与等） 413,381,100 

  直接経費 931,102,364 

  間接業務費 3,173,500 

  特別損失 36,393,562 

  諸経費 111,400,440 

収入合計 1,495,450,966 支出合計 1,495,450,966 

 



４ 施設運転状況 

項 目 

事業計画 実 績 対計画比 対前年度比 

評価対象年度 

令和５年度 

(A) 

令和３年度 

 

令和４度 

(B) 

令和５年度 

(C) 
(C) / (A) (C) / (B) 

流入汚水量 

[千㎥] 
34,200 34,895 33,068 35,628 1.04 1.08 

発生脱水汚泥量 

※[ t ] 
45,821 45,857 45,951 46,147 1.01 1.00 

※場外搬入汚泥量が含まれております。 

 

５ サービス向上に向けた取組み 

○周辺地域への配慮、貢献、PRについて 

・処理場外柵周辺のゴミ拾いを実施（5月と11月）し、周辺地域の環境美化へ貢献した。 

・管理本館にAED（自動体外除細動器）や担架、担架格納箱、軽量車椅子を設置し、来場者等の緊

急時の対策を実施した。 

・苦情発生時は迅速に対応し、必要に応じて清掃及び修繕を実施することで、周辺地域、周辺住民

の快適性及び安全性を保てるよう配慮した。 

 

○施設の適切な維持管理について 

・処理場内の道路や施設内の清掃及び整理・整頓を徹底し、施設を清潔に保つことで、景観の向上

と、来場者の安全衛生を確保した。 

・感染症予防対策を引き続き継続することで、施設内での感染拡大を防止し、正常な維持管理業務

の遂行に努めた。 

 

６ 利用度満足度調査の結果及び対応状況 

① 見学に参加したきっかけについて  

施設のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等：86%、市の案内ﾁﾗｼ等：0%、友人からの情報：0%、その他：14% 

② 見学参加者の内訳      

大人：93%、中学生～高校生：0%、小学生以下：7% 

③案内者のお客様への接し方について    

良い：100%、普通：0%、悪い：0% 

③ 総合的な満足度        

とても満足：86%、まあまあ満足：14%、普通：0%、すこし不満：0%、とても不満：0% 

 

お客様からの感想・意見等 

・子供たちにとって大変よい経験となった。 

・下水道について改めて関心を高めることができた。 

・地元の下水道の今後について市役所に確認しようと思う。 

・施設の運用の違いについて、見学を通して発見することができた。 

・専門的な質問に的確に答えていただいた。今後の仕事に役立てたい。 

・楽しく見学することができた。施設内にたくさんの設備があり、汚水の浄化過程を知ることがで 

きて大変参考になった。 

※アンケート結果について：7 団体 計 107 名の見学者の方がご来場され、代表者の方にご記入頂きました。 

 



７　管理運営状況の評価

取　組　実　績 評価 評　価　内　容 評価

1
日常点検及び定期点検を適
切に実施すること。

・事業計画書記載の点検基準書に基づき、計画ど
おりに全ての点検を実施した。

・予防保全に取り組み、計画外作業として機器故障
時も応急復旧及び修理復旧を行った。

A

事業計画どおりの
点検に加え、機器
故障等の不測事態
には速やかな応急
復旧対応をすると
ともに、運転監視
を臨機応変に行っ
ていた。

A

点検結果（管渠マンホール、
設備）について状況報告を実
施していること。

※業務日報にて日常点検に
かかる報告のみを対象

※県発注修繕工事の参考と
なる状況報告であること。

整理整頓のため、清掃を実
施すること。

（中央監視室：月2回、指定
管理事務室：週１回、処理場
ポンプ場機材倉庫：年2回）

※1か所でも満たない箇所が
あればCとする。

4 破損個所の修繕は適切か。
震度５弱以上の地震の際、
臨時点検を実施すること。

・事業計画書に通常・緊急・災害時配備体制を記載
し、大雨・台風・地震発生時にも滞りなく業務を履行
できた。

・令和5年度は流域内で震度4が3回発生し、いずれ
も遅滞無く点検・報告を行った。

A

震度５弱以上の地
震時だけでなく、
震度４の地震時に
おいても、監視モ
ニターによる状態
確認や場内施設の
現地臨時点検をも
れなく実施し県へ
の報告も適切で
あった。

A

管理基準を維持した運転管
理を行うこと。

（河川水域放流はBOD、湖
沼・海域放流はCOD）

※測定機会に対する管理基
準値達成率（年間）。

※外的要因とは、指定管理
者の責めによらないものであ
ること。

6
利用者等の要望を把握し、
運営に反映させ、満足度を
高めているか。

業務手順書（平時・大雨時・
有事時）の見直しを実施して
いること。

・適時、大雨時対応手順書及び停電時対応手順書
の見直しを行った。 B

異常流入事故対応
の手順書を作成す
るなど、有事の業
務手順書の見直し
が行われた。

B

A

日常点検結果はも
れなく適宜報告が
なされていた。ま
た、設備故障の報
告時、修繕対処の
判断基準が明記さ
れており、県発注
工事の参考になる
ものであった。

項
番

評価項目 事業計画 取組内容

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【下水道事務所・所管課

記入】

A

3
整理整頓・清掃が行き届い
ているか。（建物・植栽

等）

・中央監視室清掃を毎週実施、各ポンプ場の
清掃を毎月実施し計画以上に実施している。 A

取組内容の回数以
上の清掃が行われ
ており、適切な職場
環境の美化に努め
ていた。

A

維
持
管
理

設備保守点検は、事業計画
等に照らし適切か。

2

・軽微な機器の異常も漏らさず報告を行った。
また、故障報告書は281件（流域120件/広域161件）
を提出の上、点検監視を強化した。

・施設の運転状態、設備状態、点検工事の確認な
ど毎日の報告を漏れなく行った。

5

施
設
運
営

管理は適正に行われている
か。

・業務要求水準よりも厳しい運転目標値を定め、管
理基準値を逸脱することなく運転管理を行った。 A

水質の汚濁傾向を
速やかに把握する
など水質要求水準
を満たし、また工
事による処理制限
もノウハウ等でカ
バーし、能動的で
適切な運転管理が
できていた。

A



取　組　実　績 評価 評　価　内　容 評価

項
番

評価項目 事業計画 取組内容

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【下水道事務所・所管課

記入】

7

創意工夫により、魅力ある
自主事業の実施等、施設の
利用拡大やサービスの向上
が図られているか。

指定管理者の創意工夫や発
明により、現状の実績から大
幅な改善や業務の効率化が
図られていること。

・24時間365日を安定的に運転管理するための体制
を構築し、専門的な知識及び技術を持ち、施設の特
性を熟知した経験者及び有資格者を配置して、異
常時・緊急時におけるリスクの抽出及びその低減
と、発生時における迅速な対応で安定的な管理運
営を行った。

・下水道法をはじめとする関係法令を遵守して本施
設の適正な管理運営と地域の人々の安心と信頼の
保持に努めた。

・広域汚泥処理施設から排出される焼却灰の場外
搬出は、リサイクル処理企業への搬出割合を7割以
上にして環境保全に配慮するとともに灰搬出費用
の削減にも努めた。

・施設の多くの械器が耐用年数を超えているなか
で、適切な設備保全を実施して、可能な限り長寿命
化をはかりながら、設備等の不具合が発生した際
にも対応可能な修繕は部材を相見積もりで購入の
うえ、自営で修繕を30件以上実施してコスト削減に
努めた。

・広域汚泥処理施設ではi-Reporter（iPad）を導入し
て日常点検等の点検デバイスを紙から電子入力へ
変更し、ペーパーレス化及びデータの一元管理で
効率化した。

・施設見学会を7団体（計107名）実施。

A

自営での修繕対応
や焼却灰リサイク
ル処理の推進な
ど、各作業現場に
おける広範囲な改
善の取り組みが見
られた。

A

8
職員は適切に配置されてい
るか。

施設全体を総合的に把握・
管理する職員の育成を目的
として、様々な現場（管渠・ポ
ンプ場・水処理・汚泥処理・
水質管理）を横断的に従事
する職員を配置すること。

・作業範囲やスキル向上の為、配置換えを横断的
に実施した。

・3名以上、横断的に管理できる職員の育成が出来
ている。

A

作業範囲やスキル
向上のため、配置
換えが行われてお
り、横断的に管理
できる職員が３名
以上配置されてい
た。

A

職員の資質向上のため、研
修・自主活動・訓練を実施す
ること。

（災害時対応、技術向上、安
全衛生、普及啓発等）

※何らかの目的をもって集団
的に行動をした機会を1回と
考える。

施
設
運
営

9

職員の資質向上に努めてい
るか。

職員の日常運転業務のスキ
ルアップを推進すること。

・標準仕様書に列記されている資格取得者の人員
割合50％（焼却は17/19で89％）以上達成している。

・標準仕様書に列記されている資格以外の特別教
育及び第3種下水道技術検定、公害防止管理者
（大気１種）、機械技能保全士（1級）、環境計量士
（濃度関係）等の資格を新たに合計76名取得し、職
員の資質向上に努めた。（流域23名/広域53名）

A

半数以上の職員が
標準仕様書記載の
資格を複数有して
おり、さらに資格
取得や講習受講に
取り組み、業務遂
行能力の向上に努
めていた。 A

（複数の資格を有する（標準
仕様書に列記されている資
格を対象）

10

運
営
体
制

・安全衛生会議１回/月
・安全教育１回/月
・類似災害防止協議会１回/月
・ヒヤリハット対策協議会１回/月
・自主安全パトロール１回/月
・指定管理者グループ間クロス安全パトロール３回/
年
・クボタ環境エンジニアリング(株)事業所間クロス安
全パトロール２回/年
・災害時緊急招集訓練１回/年
・大雨・台風対応訓練１回/年
・停電対応訓練1回/年
・熱中症及び労働災害対応訓練１回/年
・震災対応訓練２回/年
・火災消防訓練２回/年
・薬品漏洩及び労働災害対応訓練１回/年
・重油漏洩及び労働災害対応訓練1回/年
・津波避難訓練1回
・クボタ環境エンジニアリング(株)浸水災害支援移
動式ポンプ車両『レス吸隊』訓練1回/年
・クボタ環境エンジニアリング(株)の自主活動で、貯
留棟地下1階の転落災害の危険を抽出し、その安
全対策として転落防止用の可動式手摺を自営で設
置した。

（令和5年度の事故・労災件数0件）

A

毎月実施されてい
る安全衛生会議等
のほか、各種教
育・訓練を適宜積
極的に自主的に実
施した。
そのほか、指定管
理者グループの３
者合同での安全パ
トロールも実施し
ており、グループ
で一体となった安
全管理の姿勢も見
られた。

A



取　組　実　績 評価 評　価　内　容 評価

項
番

評価項目 事業計画 取組内容

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【下水道事務所・所管課

記入】

苦情処理対応の向上のた
め、苦情データベース作成
すること。

※一覧表等で類型化してい
ること。

指定管理者と供給事業者間
との協定などにより、有事（事
故・災害）を想定した物資（薬
品、燃料、焼却、自家発電
用）の供給体制が構築されて
いること。

※通常調達ルートが途切れ
た時の供給体制。

※薬品、燃料の両方につい
て体制を構築すること。

13
県、その他関係機関との連
携は取れているか。

災害が発生した場合に備え、
関係機関とスムーズな連絡を
行えるようにしておくこと。

・株式会社アクティオと、災害時に応援資材が優先
的に供給されるよう災害協定を結んだ。

・各構成企業は緊急連絡体制を構築し、マニュアル
に則り緊急連絡訓練等を実施してスムーズな連絡
を行えるように備えている。

・グループ構成企業の（株）ウォーターエージェン
シーは、茨城オペレーションセンターでの24時間対
応に加え、24時間365日複数名のスタッフが常駐し
ている本社危機管理センターも設置している。

A

緊急時の連絡体制
を構築したうえ
で、連絡訓練を実
施している。ま
た、応援資材に係
る災害協定を締結
するなど、関係機
関団体等との初動
連絡体制の整備が
構築されている。

A

委託業務の執行管理を適切
に実施すること。

※年間トータルの委託件数
に対する割合。

15
経費削減に向けた取組みが
されているか。

指定管理者の経費削減の取
組みにより、効果が大きく反
映されていること。

・1号・2号焼却炉の定期修繕工事に際して、場外汚
泥搬出費用を最小限にとどめるため、毎日ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
を行い、水処理・汚泥処理・焼却が連携して、処理
量やMLSSの調整及び綿密な運転を実施した。
また、毎月1回の定例会議を実施し、各施設の状況
確認と運転計画についての確認を実施した。

・定期修繕工事期間には、1炉焼却能力100ｔ/日に
対して最大限の98ｔ/日平均の汚泥焼却量を実現
し、場外汚泥搬出量を最小限にとどめたことで、想
定されていた2500tを1821tまで削減した。

・修繕は可能な限り外部委託をせずに自営で足場
を設置しての溶接補修や分解整備・薬品洗浄や部
材購入のうえ交換する等の修繕を30件以上実施し
て修繕費の削減に努めた。

・下記に示すように原単位は改善されており、効率
運転の効果が現れている。（原単位は小数点数第5
位切捨て）

指定管理導入前（平成25～27年度）
0.3285kWh/m3

指定管理導入後（平成28～令和2年度）
0.3264kWh/m3

直近3ヶ年（令和3～5年度）
0.3070kWh/m3

B

場外汚泥搬出につ
いて、最大限の汚
泥焼却に取り組
み、また、指定管
理者グループ全体
での処理量調整に
より搬出費用を抑
えるなどコミュニ
ケーション良く経
費削減に取り組ん
だ。
また、平成25年度
～令和３年度の比
較により、指定管
理の導入で原単位
改善の効果が反映
されていると判断
できる。

B

運
営
体
制

11
要望、苦情等への対応は迅
速かつ適切か。県へ報告し

ているか。

・苦情は所定用紙に記入し、県へ報告している。対
応についても県と協議し、迅速かつ適切に実施して
いる。R5年度苦情対応として、那珂幹線№28ﾏﾝﾎｰ
ﾙ周辺の修繕を小修理にて1件実施した。

・苦情処理一覧を作成し、全従業員に周知してい
る。

A

業務にかかる契約
手続きや業務履行
の確認等を概ね適
切に実施してい
た。

苦情等の報告が適
切に情報共有さ
れ、迅速に対策対
応を実施し適切で
あった。

A

12
事故・災害等、緊急時に備

えた体制
は確保されているか。

・薬品及び重油は各3社から調達しており複数の調
達ルートを確保している。

・60人3日分の非常食を常備している。

・グループ構成企業のクボタ環境エンジニアリング
㈱にて2021年8月1日より浸水災害支援のため移動
式ポンプ車両『レス吸隊』（ユニック車・自家発電機・
ポンプ本体の3つの設備で構成）の運用を開始し
た。
浸水災害時の支援強化として、東西日本で各1台を
所有し、各エリア災害時に支援として役立てるた
め、運営体制の構築及び訓練を実施。

B

緊急時に想定され
る下水道の機能維
持に向け、薬品・
重油の複数調達先
の確保や管理体制
の整備がなされて
いる。

B

・委託業務は、作業前の打合わせを行い、計画表を
提出させ作業完了後、確認・検査を行った。

・完了時の検査及び業務計画書の確認を行った。 B14

収
支
状
況

収支計画が適正に執行され
ているか。 B



取　組　実　績 評価 評　価　内　容 評価

項
番

評価項目 事業計画 取組内容

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【下水道事務所・所管課

記入】

【総合評価】

※　・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。

　　・総合評価欄については、所管課が記入する。

　　・自己評価、所管課評価欄について

評価

Ａ

Ｂ

Ｃ

事業計画を上回る成果があったもの

事業計画どおりの成果があったもの

事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの

各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価

　大雨・台風・地震等の災害発生や、処理制限・機器故障・トラブル発生時（老朽化により増加傾向）、指定管理者の蓄積したノウ
ハウや技術を最大限に活かし施設の能力・特性に応じて、適切に緊急対応や設備の延命化を図るなど、安定的な運転管理を実施し
た。
　要求基準より厳しい運転目標値を定め、24時間体制で万全を期して対応して的確に役割を果した。
　水質指標の傾向管理と蓄積したノウハウによる安定・良好な放流水質を確保した。
　焼却設備は、脱水ケーキ性状（含水率、有機分の含有率）が自治体により差が激しいため、汚泥の受け入れや焼却の運転には相当
の配慮と細やかな操作を行った。焼却灰のリサイクル処理企業への搬出割合改善など、環境保全等にも努めた。
　また、ユーティリティーの適正な管理、事業計画書と同程度の実績と職員の資質向上の為の教育訓練の実施、作業効率化の推進や
各手順書の見直しの適時実施等、適切に維持管理が行われていることから、総合的に見て、良好であると評価できる。

評価基準


